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研究成果の概要（和文）：本研究では、ポスト近代社会において目指すべき教育のあり方を以下の観点から検討した。
　
(１)フロイトおよび精神分析における社会理論の検討　―自律・啓蒙・「甘え」―  (２)教育学へのポストモダニズム
の影響 (３)学校教育および教員養成の目標としての自律と啓蒙の再評価
自律と啓蒙という近代的理念は、ポストモダン思想によって批判されたとはいえ、教育にとって今後も重要な原則であ
り続けるだろう。

研究成果の概要（英文）：This research examined the aims of the education in post-modern society from the f
ollowing viewpoint.
(1) an examination of the social theories of Sigmund Freud and psychoanalytical studies; autonomy, enlight
enment, and "amae" (psychological dependence)  (2) an examination of the influence of the post-modernism i
n educational studies in Japan  (3) a reevaluation of autonomy and enlightenment as the aim of school educ
ation and the teacher training
Although modern ideas of enlightenment and autonomy were criticized by the post-modern thoughts, they will
 continue to be extremely important role for education.
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１．研究開始当初の背景 

 

 1990 年代にポストモダン思想を受容した

ことによって、近年の教育学では、理想や理

念が語りにくい状況にある。ポストモダン思

想によって教育学は、多元的価値を認める方

向へと転換した。しかしその副産物として、

教育目的は価値相対主義によって空洞化し、

シニシズムに帰結したともいわれる。以上が

研究開始当初の背景である。 

 

２．研究の目的 

 

 そこで本研究では、ポスト近代社会におい

て目指すべき教育のあり方を、個人の人間形

成と、社会集団のあり方の両面から提示する

ことを目的とする。なかでも、自律と啓蒙と

いう教育学の古典的な主題を再評価するこ

とが、重要な課題となる。これらの近代的理

念は、ポストモダン思想による批判によって

大打撃を受けたが、それを踏まえた上でなお、

今日の目指すべき理念となりうると思われ

る。 

 
３．研究の方法 
 

 大きく分けて３つの主題に沿って、研究を

進めてきた。 

 

 (1)フロイト思想と精神分析学派に関する

教育哲学的・教育思想史的研究 

 

 第一の、もっとも中心的な課題は、Ｓ・フ

ロイトと精神分析に関する教育哲学的・教育

思想史的研究である。フロイトと精神分析

は、20 世紀以降の教育に大きな影響を与えた

といわれるが、従来の教育学研究では十分に

論じられてこなかった。 

 

 (2)教育学のポストモダン思想受容の検討 

 

  第二の課題は、教育哲学・教育思想史のメ

タ批評ともいうべき研究である。特に、教育

学のポストモダン思想受容に関して、学会誌

の分析等を通して検討してきた。 

 

 (3)教員養成・教育実践における自律と啓蒙

の再評価 

 

 第三に、自律と啓蒙という教育学の古典的

な主題を、学校教育現場や教員養成の課題に

即して再評価してきた。その際、教育哲学・

教育思想史の立場から行う文献の検討だけ

でなく、学生に対する質問紙調査などの手法

も用いてきた。 
 
 
４．研究成果 
 

 以下に研究成果の概要をまとめる。 

 

 (1)フロイト思想と精神分析学派の教育哲

学的・教育思想史的研究 

 

 Ｓ・フロイト思想と精神分析諸学派を対象

に、「自律」「啓蒙」といった近代的理念と

の関係を問うてきた。特に、精神分析が有す

る啓蒙的性格に関しては、晩年の著作「人間

モーセと一神教」の読解や、同化ユダヤ人と

してのフロイトのアイデンティティとの関

連から研究を進めてきた（下記論文５）。ま

た、精神分析の日本的受容に関して、土居健

郎の「甘え」理論を例に、個人の発達と社会

の発展と関係から検討を進めてきた（下記論

文６）。この課題は、教育学における「自律」

概念の再検討にも連なるものである。（下記

論文３）。 

また、これまでフロイトを対象としてすす

めてきた心理学を対象とする教育思想史検

討は、(2)の教育学の歩みを検討する研究とも

合流し、戦後教育学のピアジェ受容を問う論

文に結実した（下記図書３）。 



 

 (2)教育学のポストモダン思想受容の検討 

 

  第二の成果は、教育哲学・教育思想史のメ

タ批評ともいうべき研究である。教育哲学

会・教育思想史学会を中心とした学会誌の動

向を分析し、ポストモダン思想の受容のあり

方を検討した。具体的な成果としては、近年

の教育思想史研究が、教育哲学／教育史／教

育人間学と一定の距離を保ちつつ、ポストモ

ダン思想を受容しながらその手法を明確に

していった点を検討した（下記論文７）。ま

た、教育哲学のポストモダニズム受容に関し

て、従来は否定的側面ばかりが語られていた

が、実際には、それによって研究手法が精緻

化されたこと、また教育哲学の規範創出機能

は失われていないことを論じた（下記論文

４，図書２）。 

 さらに、教育学がポストモダン思想を受容

することによって、教育哲学と教育実践の関

係にどのような転換が起きたのかを分析し

た（下記論文１）。 

 

 (3)教員養成・教育実践における自律と啓蒙

の再評価 

 

自律と啓蒙という教育学の古典的な主題

を、学校教育現場や教員養成の課題に即して

再評価してきた。その際、教育哲学・教育思

想史の立場から行う文献の検討だけでなく、

学生に対する質問紙調査などの手法をも用

いてきた（下記論文８）。また、中央教育審

議会答申を分析し、今後の教員養成のあり方

に提言を行った（下記論文２）。教員養成に

関する研究は、図書（共著）としても出版予

定である（下記図書１）。 
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